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近
畿
弁
護
士
会
が
無
料
法
律
相
談
を

行
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
町
が
行
っ
て
い
る
法
律
相

談
と
は
違
い
ま
す
が
、
料
金
は
無
料
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
完
全
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

 ■
と
　
き
　
１２
月
１４
日
g
 

　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時
 

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
小
会
議
室
 

■
内
　
容
　
1
人
３０
分
で
6
組
ま
で
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
役
場
・
企
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振
興
課
　
1
○
2
1
2
1

弁
護
士
過
疎
地
一
斉
法
律
相
談
 

　東光寺のすぐ南の十字路に地蔵堂があります。昔は、ここに十王堂があり、そのお

堂の廃絶後、境内にあったか、新しくか、お地蔵さんが立てられたと思われます。 

　明治12年（1879）の堂宇明細長に「十王堂　本尊・地蔵　創立・慶長9年（1604）

辰三月十二日　堂宇・方貮間　境内地・拾壱坪」と記されています。 

　また石のお地蔵さんの台座正面に「発起人　念仏講中」と刻まれています。 

　ちなみに、十王堂は、冥土で亡者を裁く十人の王をまつるお堂で、閻魔王はその五

番目の王です。 

　ここでは、地蔵盆には、数珠繰りが行われてきました。 

２８ 

学校生活がスタートしました 
（4月7日　桜丘小学校） 

あいさつは　言葉と言葉の　キャッチボール 浅尾　将司さん（前坂） 
「あいさついっぱい運動」今月の標語「あいさついっぱい運動」今月の標語「あいさついっぱい運動」今月の標語
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大門の地蔵堂 
だいもん　　じぞうどう 

　
最
近
、
急
に
涼
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
と
い
う
よ
り
も
寒
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
ほ
う
が
正
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

　
つ
い
に
、
実
り
の
秋
が
や
っ
て
き

ま
し
た
！
多
く
の
方
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

自
身
も
そ
う
で
す
が･･･

。
こ
の
原

稿
を
作
成
し
て
い
る
今
日
も
、
町
内

各
所
で
米
の
収
穫
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
先
日
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験

を
取
材
し
た
と
き
に
、
農
家
の
方
は

「
収
穫
し
て
食
べ
る
の
は
一
瞬
や
け

ど
、
こ
こ
ま
で
育
て
る
の
は
大
変
な

ん
や
で
」
と
苦
労
を
お
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
生
産
者

の
方
に
感
謝
す
る
気
持
ち
が
か
け
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
こ
こ
数
年
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
残
留
農
薬
な
ど
食
べ
物

の
安
全
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
普
段
何
気
な

く
食
べ
て
い
る
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
よ
ね
。
収
穫
の
季
節
だ
か
ら
こ

そ
食
べ
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
の

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

（
Ｎ
） 

お　も　な　内　容 

・お元気ですか？町長です 
　くろだしょう産業フェスタほか………2・3 

・ＪＲ黒田庄駅舎整備について…………4・5 

・ステーションパトロール結果　ほか…6・7 

・表彰、合併説明会案内　ほか…………8・9 

・税を考える週間、祭壇業務終了について…１０・１１ 

・いのちの輝き　ほか……………………１２・１３ 

・健康アドバイス・年金一口メモ　ほか…１４・１５ 

・消防通信・人権を尊ぶまちづくり……１６・１７ 

・イキイキハッピータウン　ほか………１８・１９ 

・お知らせ　ほか…………………………２０～２４ 

さあ！みんなの前で歌っていただきますよ 
（松寿会　五木ひろしそっくりショー　１０月１７日） 

　　とうこうじ　　　　　　　みなみ　じゅう じ ろ 　　　じ ぞうどう　　　　　　　　　　　　むかし　　　　　　　　　じゅうおうどう　　　　　　　　　　　　　　 

どう　　はいぜつ ご　　　けいだい　　　　　　　　　　　あたら　　　　　　　　　　 じ ぞう　　　　　　 た　　　　　　　　　　　おも 

　　めい じ　　 　ねん　　　　　　　　　 どう う  めいさいちょう　　　じゅうおうどう　　ほんぞん　　　じ ぞう　　そうりつ　　けいちょう　　ねん 

たつ　　がつ　　　　にち　　どう う　　 ほう  に  けん　　けいだい ち　　 じゅういちつぼ 　　　しる 

　　　　　　いし　　　　  じぞう　　　　　　だい ざ しょうめん　　　 ほっ き にん　　ねんぶつこうじゅう　　　 きざ 

　　　　　　　　　　　　じゅうおうどう　　　めい  ど　　  もうじゃ　　さば　 じゅうにん　　おう　　　　　　　　　　どう　　　　えん ま おう　　　　　　　ご 

ばん め　　 おう 

　　　　　　　　　　　　 じ ぞうぼん 　　　　　　じゅ ず　く　　　　おこな 

 

か
く
れ
ん
ぼ
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「お元気です
か？

　　　町長で
す。」

「お元気です
か？

　　　町長で
す。」「お元気です
か？

　　　町長で
す。」
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その他
にも11月は楽しいイベントがいっぱい

！
その他

にも11月は楽しいイベントがいっぱい
！

 今年も、11月21日（日）に町内一周駅伝競走大会が開かれます。大会に備え、
各地区の関係者のみなさんは、毎晩練習に励まれています。 
 また、毎年オープン参加されている西脇工業高校チームも参加される予定です 。 
 みんなで応援しましょう！ 
 
■問い合わせ先　中央公民館　1○4017

ガーデニングフェスティバル ｉｎ 黒田庄ガーデニングフェスティバル ｉｎ 黒田庄

第55回黒田庄町内一周駅伝競走大会 第55回黒田庄町内一周駅伝競走大会 
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　黒田庄町をもっともっとみなさんに知ってもらおうと、東はりま日時計の丘公園で

「くろだしょう産業フェスタ」を開催します。会場では多彩な催しを用意してみなさ

んのお越しをお待ちしていますので、ご近所お誘い合わせの上ぜひご来園ください。 

大人だけでなく、子どもも楽しめるイベントとなっています！
28

■と　き　11月23日（祝）午前10時～午後3時 

■ところ　東はりま日時計の丘公園 
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東
　
野
　
敏
　
弘 

　
昨
年
11
月
よ
り
協
議
を
始
め
て
い
ま
し
た
西
脇
市
・
黒
田

庄
町
の
合
併
協
議
が
、
第
13
回
協
議
会
を
も
っ
て
、
議
決
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
全
て
終
了
す
る
予
定
で
す
。
今
後
、

「
新
市
発
足
ま
で
に
調
整
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
事
項
を

決
定
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
内
容

も
多
く
よ
り
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
9
月
30
日
の
合
併
協
議
会
で
新
西
脇
市
の
発
足
日
＝
合
併

の
期
日
が
来
年
10
月
1
日
と
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

前
日
に
は
、
黒
田
庄
町
役
場
の
閉
庁
式
を
行
い
、
黒
田
庄
町

と
し
て
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
両
小
学

校
区
ご
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
会
で
決
定
し
た
内
容
、

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
み
な
さ
ん
方
に
再
度
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
11
月
25
日
に
西
脇
市
長
さ
ん
と
の
間
で
合
併

の
調
印
式
を
行
い
、
12
月
議
会
に
合
併
の
議
案
と
し
て
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
も
20
名
と
決
ま
り
、
合
併
の
特
例
を
使
わ
ず
、
新
市
発
足

後
50
日
以
内
に
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
と
同
日
選
挙
に
な
る
こ

と
も
決
ま
り
ま
し
た
。
 

 
11
月
11
日（
木
）桜
丘
小
学
校
、
12
日（
金
）楠
丘
小
学
校
で

開
か
れ
る
合
併
説
明
会
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
　
 

 
ま
た
、
9
月
26
日
夜
に
「
黒
田
庄
町
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
、
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
れ
か
ら
の
黒
田

庄
を
住
民
の
方
々
の
知
恵
と
力
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
策
定
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
が
主
催
し
て

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
育
ち
や
す
い
環
境

づ
く
り
、
黒
田
庄
の
自
然
を
乱
開
発
か
ら
守
る
た
め
の
約
束

づ
く
り
、
住
民
参
加
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル

づ
く
り
を
行
う
べ
く
、
黒
田
庄
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制

定
し
よ
う
と
今
年
の
2
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
 

 
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
合
併
を
目
前
に
控
え
、
黒
田

庄
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
集
大
成
し
て
新
市
に
引
き

継
い
で
い
き
、
ま
た
こ
の
黒
田
庄
地
域
を
住
民
の
方
々
の
力

で
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
た
い
と
の
思
い
で
制
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
 

 
黒
田
庄
町
の
有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
、
私
自
身
、
残
り
一

年
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

新
市
の
ス
タ
ー
ト
と
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例 

・農産物品評会 

・玄米品評会（山田錦・小粒） 

・黒田庄和牛の紹介 

・町内農業の取り組み紹介 
　（パネル展示、稲の展示、ひょうご安心ブランドの紹介など） 

・農産物および町内特産品の即売 
　（農産物の販売、ポン菓子・コロッケ・焼き鳥・焼き芋の販売、特産品の販売） 
・ミニSL 

　60店のフリーマーケットが所狭しと並び、みなさんをお待ちしています。 

・ステージライブ、燻製教室、ビンゴゲーム大会 

　11月14日（日）～23日（祝）の間、出展された寄せ植えやハンギングの作品を展示します。 
 出展された作品については、技巧、調和の観点から総合的に判断し審査します。審査発表および表彰
は、23日（祝）の午前中に行います。 
 23日には、ビンゴゲームや餅つき、花苗の販売も行いますので、ぜひご参加ください 。 
 
■と　　　き　　11月14日（日）～23日（祝） 
■と　こ　ろ　　東はりまフォルクスガーデン黒田庄 
■問い合わせ先　東はりまフォルクスガーデン黒田庄　1○5120

第４回黒田庄農業祭

第00回フリーマーケット

28
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昨
年
、
広
報
く
ろ
だ
し
ょ
う
12

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
黒
田

庄
駅
舎
が
、
来
年
春
に
交
流
拠
点

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
黒
田

庄
駅
舎
整
備
運
営
検
討
委
員
会
で

検
討
し
、
次
の
管
理
運
営
計
画
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
黒
田
庄
駅
舎
を
地
域
の
共
有
財

産
と
し
て
位
置
づ
け
、
適
切
に
運

営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住

民
を
は
じ
め
と
し
て
そ
れ
に
関
わ

る
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
等
が
参
画

可
能
な
組
織
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
特
に
多
様
な
グ
ル
ー
プ
等
が
参

画
す
る
場
合
は
、
運
営
組
織
と
し

て
有
す
べ
き
機
能
、
担
う
べ
き
役

割
を
当
初
か
ら
備
え
る
こ
と
は
難

し
く（
能
力
的
に
も
、
資
金
的
に
も
）

段
階
的
に
発
展
、
拡
充
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
運
営
組
織
が
最
終
的
に
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
の
参
画
す
べ

き
グ
ル
ー
プ
等
が
何
ら
か
の
利
益
・

利
点
を
得
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次

の
段
階
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
供
用
開
始
当
初
） 

　
行
政
の
指
導
・
支
援
の
下
、
地
域
住

民
を
中
心
と
し
た
運
営
組
織
が
設
立
さ

れ
、
人
材
の
育
成
・
確
保
を
重
点
的
に

行
う
段
階
。 

 

駅
舎
の
定
期
的
な
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
駅
舎
の
多
目
的
な
利
用
を
計
画

し
、
そ
の
一
部
を
実
行
す
る
。 

第1段階 第2段階 第3段階 
（
供
用
開
始
当
初
か
ら
2
、3
年
） 

　
行
政
の
指
導
・
支
援
の
下
、
地
域
住

民
を
中
心
と
し
た
運
営
組
織
が
定
着
し
、

適
正
な
日
常
管
理
と
と
も
に
、
駅
舎
を

活
用
し
た
朝
市
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
は
じ
め
、
多
様
な
地
域
情
報
の
発

信
・
提
供
を
行
う
。 

（
供
用
開
始
か
ら
3
年
目
以
降
） 

　
運
営
組
織
の
基
盤
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
間
、
都
市
農
村
交
流
に
関
す

る
活
動
・
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
す
る
、

駅
舎
の
一
層
の
高
度
利
用
を
行
う
。
ま

た
、
沿
線
駅
舎
と
連
携
し
、
地
域
を
越

え
た
広
域
的
取
り
組
み
に
も
着
手
す
る
。 

 
以
上
の
段
階
を
経
て
黒
田
庄
駅
舎
を
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

る
に
は
、
乗
降
客
が
利
用
す
る
だ
け
で
な

く
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
施
設
と
し
、
昔

の
よ
う
に
駅
に
人
が
集
ま
り
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
寂
れ
か
け
た
駅
前

を
活
性
化
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
黒
田
庄
全
体

に
広
が
る
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
 

 
黒
田
庄
駅
舎
整
備
運
営
検
討
委
員
会
で

は
、
管
理
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
る
準
備

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
1
人
で
も
多

く
の
参
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

このように変わる予定です 

※
こ
の
度
の
駅
舎
整
備
を
す
る
に
あ
た
り
、

大
正
13
年
に
播
州
鉄
道
と
し
て
開
通
さ

れ
て
か
ら
今
日
ま
で
黒
田
庄
の
玄
関
口

と
し
て
黒
田
庄
を
訪
れ
る
方
、
ま
た
旅

立
つ
方
を
見
守
り
続
け
て
く
れ
た
現
在

の
駅
舎
（
大
正
12
年
建
設
）
は
、
11
月

下
旬
頃
に
は
撤
去
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

  ■
問
い
合
わ
せ
先 

 

役
場
・
企
画
振
興
課
内 

　
Ｊ
Ｒ
黒
田
庄
駅
舎
整
備
運
営
　
検
討
委 

　
員
会
事
務
局 

　
1
○
2
1
2
1
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新しい駅舎のイメージ図（案） 

現在のJR黒田庄駅舎 

新しい駅舎の見取り図（案） 新しい駅舎の見取り図（案） 

黒
田
庄
駅
舎

黒
田
庄
駅
舎
が
、
来
年
春

来
年
春
に

　
　
　
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

と
し
て
生
ま
れ
ま
れ
変
わ
り
ま
す

わ
り
ま
す
。

黒
田
庄
駅
舎

黒
田
庄
駅
舎
が
、
来
年
春

来
年
春
に

　
　
　
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

と
し
て
生
ま
れ
ま
れ
変
わ
り
ま
す

わ
り
ま
す
。

黒
田
庄
駅
舎

黒
田
庄
駅
舎
が
、
来
年
春

来
年
春
に

　
　
　
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

と
し
て
生
ま
れ
ま
れ
変
わ
り
ま
す

わ
り
ま
す
。

黒
田
庄
駅
舎
が
、
来
年
春
に

　
　
　
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
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会場名 時　間  会場名  時　間  

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
11
月
い

っ
ぱ
い
で
無
効
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
下
表
の
と
お
り
11
月
30
日

（
火
）に
保
険
証
の
切
り
替
え
を
行

い
ま
す
の
で
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
保
険
証
を
必
ず
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
1
年
で
す
が
、
国
民
健
康
保

険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、

短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
当
日
都
合
で
来
ら
れ
な
い
方
は

後
日
、
役
場
・
保
健
福
祉
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
退
職
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
か
ら
抜
け
た
り
、
就
職
し

た
こ
と
に
よ
り
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
に
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
必
ず
役
場
保
健
福
祉

課
・
国
民
健
康
保
険
係
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
 

岩座神の七不思議を巡ろう

　西脇市多可郡をぐるりとまわる『日本一長い散歩道』を歩きましょう。 

 第4回目は加美町です。日本棚田百選の岩座神からとんびの背中を

見下ろしませんか。晩秋を彩る紅葉を愛でながら峠を越えましょう。

距離は短いですが、かなり坂道です。どなたでも参加できます。 

■と　　き　11月21日（日）午後3時半頃まで 
■集合場所　北はりま田園空間博物館総合案内所　午前10時出発 
 　　　　　（バスで岩座神まで行きます）現地集合もできます。 

■行 き 先　岩座神の七不思議、三谷ハーモニーパーク 
■持 ち 物　お弁当・お茶など 
※小雨は歩きます。 

●好評のサテライト巡回講座は11月23日に加美町を巡ります。 

■問い合わせ先 
　特定非営利活動法人　北はりま田園空間博物館　事務局　 

　〒677-0022　西脇市寺内字天神池517-1　1○2370 　ＦＡＸ○2123    
　　jk@k-denku.com　http://www.k-denku.com/
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喜多公民館 

大門公会堂 

津万井公会堂 

福地集会所 

岡 公 民 館  

門 柳 分 館  

大伏公会堂 

西 沢 会 館  

石原公民館 

田高公会堂 

船町公民館 

小苗公民館 

黒田公民館 

前坂隣保館 

午前９時～10時20分 

午前10時40分～11時40分 

午後１時～２時 

午後２時20分～３時20分 

午後３時40分～５時 

午前９時～10時 

午前10時30分～11時30分 

午後１時～１時50分 

午後２時10分～３時30分 

午後３時50分～５時 

午前９時～10時10分 

午前10時30分～11時30分 

午後１時～２時40分 

午後３時～４時50分 

ごみステ
－ションパトロールの結果についてごみステ
－ションパトロールの結果についてごみステ
－ションパトロールの結果について

 9月29日に各地区に1箇所のみですが、茶ビンを対象としたごみステーションパトロー

ルを実施したところ、平日の昼間にもかかわらず、多くの方にご参加いただき、指定以

外のビンが出されていないかなどを点検するとともに、ごみ持ち出しマナーについて熱

心に研修していただきました。 

 結果は下表のとおり、指定以外のビンが混入しているステーションが一部ありました 。 

 これからも、ごみ持ち出しマナーを守り、ごみを資源としてリサイクルすることが、

環境を守るための第一歩です。正しい持ち出しを心がけましょう。 

①キャップをとる。 

②中身をさっと洗う。 

③あきビン以外のものを混ぜない。 

3つのルール 
 

自

治

会

名

 

点
検
 
 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

分 別 の 状 況  持ち出しの状況 ごみステーションの管理状況 

指定以外の色のビンが  
入っていませんか 

そ
の
他
 

な
　
い
 

参
　
加
　
者
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

な
　
い
 

い
　
る
 

無色 
透明 茶色 色 

 実施日：平成16年9月29日 ビンの指定の色：茶色 

★ビン類の正しい出し方 

指定以外のご
みが散乱して
いませんか 

ごみは散乱し
ていませんか 

袋口は開けら
れていますか 

袋ごと容器に
入れられてい
ませんか 

不燃物容器が
使われていま
すか 

内容物やフタ
が残っていま
せんか 

ビン以外のご
みが入ってい
ませんか 

国民健康保健被保険者証切り替え時間表 

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
は
11
月
30
日
で
す
 

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
は
11
月
30
日
で
す
 

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
は
11
月
30
日
で
す
 

喜　多 

大　門 

津万井 

福　地 

岡 

門　柳 

大　伏 

西　沢 

石　原 

田　高 

船　町 

小　苗 

黒　田 

前　坂 

計 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

13

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

14

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

14

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

14

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

　 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

13

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

◎ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

8

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

14

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

14

18 

7 

11 

10 

11 

7 

21 

4 

10 

6 

16 

17 

14 

16 

170

9-01-06 

9-02-03 

9-03-06 

9-06-03 

9-04-04 

9-05-04 

9-07-04 

9-08-04 

9-09-11 

9-14-10 

9-10-03 

9-11-03 

9-12-11 

9-13-14

○ ○ ○ 

010001 1 0 0
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廣
田
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と

し
て
、
児
童
の
う
歯
の
早
期
発
見
・
治
療
や
口

腔
衛
生
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
な
ど
学
校
保
健

の
普
及
と
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　
10
月
9
日
、
ア
ピ
カ
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

「
交
通
安
全
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
優
良
運
転
者

の
方
々
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

■
兵
庫
県
学
校
保
健
表
彰
 

　
9
月
22
日
、
兵
庫
県
公
館
で
「
交
通
安
全
県

民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
村
上
紀
文
さ
ん（
福
地
）、

仲
田
と
き
子
さ
ん（
岡
）に
知
事
よ
り
感
謝
状
が

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

■
交
通
功
労
者
表
彰
 

●
優
良
評
議
委
員
 
松
井
茂
昭（
船
町
）
 

■
交
通
功
労
者
 

●
金
賞
 
藤
本
　
詩
穂
（
楠
小
6
年
）
 

　
　
　
　
水
船
二
美
代
（
黒
中
2
年
）
 

●
銀
賞
 
藤
原
　
由
希
（
黒
中
2
年
）
 

●
銅
賞
 
藤
原
　
早
織
（
黒
中
2
年
）
 

　
　
　
　
岡
井
　
真
帆
（
黒
中
3
年
）
 

●
佳
作
 
藤
原
　
由
依
（
桜
小
4
年
）
 

■
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
 

●
金
賞
 
藤
原
利
之（
喜
多
）　
金
田
耕
治（
福
地
） 

●
銀
賞
 
荒
木
明
巳（
小
苗
）　
角
田
な
お
子（
福
地
） 

●
銅
賞
 
村
上
勝
也（
岡
）　
　
木
下
貴
博（
岡
） 

　
　
　
　
亀
尾
　
仁（
前
坂
）　
亀
尾
京
子（
前
坂
） 

■
優
良
運
転
者
 

左から村上さん、仲田さん 

廣田良逸さん 
（大門） 

　兵庫県では、障害のある方が地理不案内や電車・バスの乗り

降りなどでお困りの場合に、だれもが気軽に声をかけ手助けを

する「障害のある方への声かけ運動」を展開しています。 

　この運動を広げるため、地域で運動を実践・普及する「障害

のある方への声かけ運動」推進員（ボランティア）を随時募集し

ています。あなたのパワーを心通う地域づくりにお役立てくだ

さい。 

■主な活動　 

①声かけの率先  自ら率先して、障害のある方に声をかけ、手助けをしていただきます。 

②声かけ運動の輪を広げる　声かけ運動を実践する仲間を増やすため、周囲の方々に参加を

　呼びかけていただきます。 

③地域の声を行政に伝える　地域の声を聴き、障害のある方が必要としている支援について

　行政に伝えていく。 

■募集対象　上記の趣旨に賛同し、ボランティア活動をしていただける中学生以上の方 

■問い合わせ先　「障害のある方への声かけ運動」事務局（兵庫県身体障害者福祉協会内）

　　　　　　　　1078-242-4620　FAX078-242-4260
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不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！
 

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！
 

　
現
在
、
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
の
一
部
に
は
、
不
法
入
国
し
た
り
、

在
留
期
間
を
超
え
て
在
留
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
不
法
残
留
す
る
外

国
人
の
数
は
、
1
月
1
日
現
在
約
22
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
大
部

分
が
不
法
就
労
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
外
国
人
の
雇
用
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
等
を
見
て
在
留

資
格
の
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
在
留
資
格
の
外
国

人
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

文
化
活
動
　
　
日
本
文
化
の
研
究
者
等
 

短
期
滞
在
　
　
観
光
客
、
会
議
参
加
者
等
 

留
　
　
学
　
　
大
学
、
短
期
大
学
等
の
学
生
 

就
　
　
学
　
　
高
等
学
校
、
専
修
学
校（
高
等
ま
た
は
一
般
課
程
）等
　

　
　
　
　
　
　
の
生
徒
 

研
　
　
修
　
　
研
修
生
 

家
族
滞
在
　
　
就
労
外
国
人
等
が
扶
養
す
る
配
偶
者
・
子
 

※
資
格
外
活
動
の
許
可
に
よ
り
就
労
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　現在、黒田庄町は、西脇市との合併に向けて協議を進めています。その協議の中で合意

した事項や今後のまちづくり計画についての説明会を開催します。住民のみなさんのご参

加をお持ちしております。 

■と　き　11月11日（木）　午後8時～　　桜丘小学校体育館 

 　　　　11月12日（金）　午後8時～　　楠丘小学校体育館 

　　　　　※どちらの日でも結構です。 

■内　容　「合併協定項目」確認内容 

 　　　　「新市まちづくり計画」の概要 

 　　　　質疑応答 

■問い合わせ先　西脇市・黒田庄町合併協議会事務局　1○3111

　
警
察
で
は
、
来
日
外
国
人
犯
罪
の
取
り
締
ま

り
の
ほ
か
、
外
国
人
従
業
員
・
研
修
生
な
ど
に

対
し
て
、
事
件
・
事
故
等
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
も
し
、
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ■
問
い
合
わ
せ
先
　
西
脇
警
察
署
　
1
○
0
1
1
0

28

「障
害のある方への声かけ運動」

合併に関する住民説明会について合併に関する住民説明会について
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保
育
園

　
入
園
説
明
会

　
11
月
13
日（
土
）に
平
成
17

年
度
の
保
育
園
入
園
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
10
月
下
旬
に
案
内
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
次
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

 ■
と
　
き
　
11
月
13
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
 

■
と
こ
ろ
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
 

　（
く
す
の
き
・
あ
ゆ
み
保
育

　
　園
合
同
）
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
役
場
・
保
健
福
祉
課
 

　
1
○
2
1
2
1

28

☆税の広場 
 ・税金の使いみちなどのパネル展示 

 ・税金クイズ 

 ・小学生の税に関する書道・ポスターの展示 

　■と　き　11月23日（祝）　午前10時～午後4時 

　■ところ　東はりま日時計の丘公園 

　■主　催　西脇納税協会各支部、西脇税務署 
  

☆小学生の税に関する書道・ポスターの展示 
 税を考える週間期間（11月11日～17日）を中心に下記の場所で展示します。 

　■展示場所　中兵庫信用金庫黒田庄支店 
  

☆中学生、高校生の税に関する作文の表彰式 
　■と　き　11月19日（金）午後4時～5時 
　■ところ　西脇市マナビータホール 

　
こ
の
度
、
10
月
1
日
付
で
黒
田
庄
駐
在
所
の
西
山
士
長
と
藤
原
消
防
士
が
西
脇

消
防
署
へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
後
任
と
し
て
、
西
脇
消
防
署
か
ら
高
瀬
士
長
と
神
戸
消
防
士
が
本
町
で
勤
務
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

 
西
脇
消
防
署
よ
り
異
動
し
て
来
ま
し
た
高

瀬
で
す
。
一
日
も
早
く
地
域
に
溶
け
込
め
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
昨
年
就
職
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
信
頼
の
あ
つ
い
消
防
士
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

　国税庁では、毎年11月11日から11月17日までを「税を知る週間」と定め、全国統一キャ

ンペーンを実施してきましたが、平成16年度から「税を考える週間」に名称を変更し、国

民のみなさんに、税の仕組みや目的などを考え、税に対する理解を深めていただくことと

しています。 

 西脇税務署においても下記のとおり、各種の行事を行います 。 

 国を支える税について、ぜひこの機会に考えてみましょう 。 

　現在、黒田庄町民生児童委員協議会が運営されています祭壇等貸出事業が、本年11月末日を

以って廃止されることになりました。 

■問い合わせ先 

　役場・保健福祉課内 

　民生児童委員協議会事務局　1○2121　内線158

 新斎場（やすらぎ苑）のオープンに伴い、（財）西脇市住民サー

ビス公社の出張祭壇飾付けが黒田庄町内でも本格的に利用可能

となりました。祭壇の飾付け・撤収・告別式の司会業務を含み

ます。（使用料の例は広報10月号に掲載） 

 申し込み等は、新斎場の窓口で受付をします。火葬の申し込

みと同時にできます。 

■問い合わせ先 

　西脇市住民サービス公社　斎場　1○3644

西脇税務署からのお知らせ 

この社会あなたの税が生きている 
 

この社会あなたの税が生きている 
 

11月11日（木）から11月17日（水） 

「知る」から「考える」へ 

着
任
の
あ
い
さ
つ

着
任
の
あ
い
さ
つ

高瀬 將仁 
消防士 

祭壇等貸出事業が廃止されます 祭壇等貸出事業が廃止されます 

22

28

税を考える週間スタート税を考える週間スタート

消
防
駐
在
所
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
 

神戸 克仁 
消防士 
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　私は、社会教育に関わるいろいろな分野の事務

局を担当させていただいていますので、講演会等

の段取りをさせてもらうことも多々あります。講

演者に連絡を取ってスケジュール調整をしてもら

ったりするのですが、今回は、ある講演者とのや

り取りでの出来事を話題にしたいと思います。 

 12月に実施する事業でコンサートをしていただ

くことになりました。その方は、女性のシンガー

ソングライターで日本国中をまわっておられる方

なのですが、もちろん知り合いではありませんの

で、ホームページで調べて、メールを書いてお願

いしました。ホームページを読んでいると、学校

の教室からコンサートホールまで様々な場所にピ

アノ伴奏者と2人で行かれて、「出前ライブ」をさ

れていることが分かりました。一昔前なら連絡を

とる方法さえなかなか見つからなかったと思うの

ですが、インターネットのおかげで、とても簡単

に情報を得ることが出来るようになりました。 

 メールを読んでもらえたかどうかは、分かりま

せんので、少しの不安を抱きながら返事を待って

いると、3日ほどして、電話がかかってきました。

しかし、私は相手が誰なのか、分かるのに時間が

かかりました。それは、電話の向こうから聞こえ

てくるのが、男性の声だったからです。私は、「歌

手が女性なのだから、伴奏者も女性」と勝手に思

い込み、きっと女性から連絡があると思っていた

のです。ですから、 

「ピアノ伴奏をしている○○です」 

と言われて初めて、そうと分かり、打ち合わせを

していきました。 

 勝手な思い込みや偏見を持たないようにしたい

と思いながら、「○○だから男性（女性）に違い

ない」とか「△△は女性（男性）の仕事」などと、

無意識のうちに判断して、決めつけてしまってい

る自分がいることをあらためて感じました。きっ

と、男性･女性の事だけでなく、他にもそんなこ

とがいっぱいあると思います。まわりの人に気づ

かせてもらいながら、毎日が勉強です。 

 社会教育主事　和田 

ああ勘違い 

1213

に ち はんこ

テレホンサービス　２８ ３９９３ 
（毎週金曜日に内容がかわるよ） 

　
私
は
主
人
と
8
歳
、
6
歳
、
6
歳

の
三
人
の
娘
の
五
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
 

 
今
か
ら
6
年
前
、
双
子
の
娘
を
出

産
し
、
不
安
い
っ
ぱ
い
で
ス
タ
ー
ト

し
た
双
子
育
児
。
生
後
1
ヶ
月
で
実

家
か
ら
黒
田
庄
に
戻
り
、
睡
眠
不
足

の
毎
日
。
1
日
中
二
人
分
の
授
乳
、

オ
ム
ツ
交
換
、
お
風
呂
、
離
乳
食
、

さ
ら
に
赤
ち
ゃ
ん
返
り
し
た
当
時
二

歳
の
長
女
の
世
話
に
お
わ
れ
、
心
身

共
に
疲
れ
て
い
た
私
を
助
け
て
く
れ

た
の
は
近
所
の
人
た
ち
で
し
た
。
泣

き
声
を
聞
き
つ
け
ミ
ル
ク
を
や
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
抱
っ
こ
し
て
あ
や
し

て
も
ら
っ
た
り
、
オ
ム
ツ
交
換
、
買

い
物
に
一
緒
に
行
っ
た
り
、
時
に
は

夕
食
の
お
か
ず
を
い
た
だ
い
た
り
も

し
ま
し
た
。
優
し
い
近
所
の
人
達
や

先
輩
マ
マ
に
囲
ま
れ
、
精
神
的
に
も

助
け
ら
れ
、
良
い
環
境
で
子
育
て
が

で
き
、
今
度
は
三
つ
子
が
産
ま
れ
て

も
大
丈
夫
と
思
っ
た
程
で
し
た
。
 

 
三
人
の
子
育
て
で
数
年
が
過
ぎ
、

下
の
双
子
の
保
育
園
入
園
を
機
に
仕

事
に
出
る
こ
と
に
。
元
々
専
業
主
婦

に
向
い
て
な
い
タ
イ
プ
と
自
覚
し
て

い
た
私
は
社
会
に
出
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
き
生
き
し
た
自
分
を
取
り
戻
し
、

自
分
自
身
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
思
い

と
は
逆
に
子
ど
も
は
母
親
を
求
め
、

「
仕
事
を
辞
め
て
家
に
お
っ
て
」
と

訴
え
て
き
ま
し
た
。
本
気
で
辞
め
よ

う
か
と
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の

背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
保

育
園
の
先
生
方
で
し
た
。
実
際
子
育

て
さ
れ
て
き
た
数
人
の
保
育
士
さ
ん

の
体
験
を
聞
き
「
私
た
ち
も
そ
ん
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
で
も
大
丈

夫
、
子
ど
も
た
ち
は
お
母
さ
ん
を
応

援
し
て
く
れ
て
る
か
ら
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
ね
」
色
々
相
談
に
の
っ
て
も

ら
っ
た
り
連
絡
帳
の
や
り
と
り
か
ら

随
分
勇
気
付
け
ら
れ
励
ま
さ
れ
、
お

か
げ
で
現
在
も
働
き
続
け
て
い
ま
す
。
 

 
今
こ
こ
に
自
分
が
あ
る
の
は
、
結

婚
と
い
う
縁
で
黒
田
庄
に
住
む
こ
と

に
な
り
子
ど
も
を
授
か
り
、
色
々
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
こ
そ
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
ん
だ
な
と
改
め
て

感
じ
ま
す
。
 

 
子
ど
も
が
成
長
す
る
と
共
に
そ
の

時
期
に
応
じ
た
悩
み
も
あ
り
ま
す
が
、

前
向
き
に
子
育
て
を
し
、
未
来
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
成
長
を
見
守

り
つ
つ
、
自
分
自
身
も
成
長
し
て
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
 

　このコーナーは、学校・園での取り

組みや今後のあり方について、地域の

みなさんと一緒に考えていきます。 

楠丘小学校 
　　　からの発信 連

絡
帳
が
一
番
の
？
 

　
　
　
　
楽
し
み
で
す
 

　季節は確実に、秋冬に向かっていて、雨が降るたびにイン
グランドにいたころを思い出します。黒田庄町での生活はと
ても充実しており、特に子どもたちに英語を教えることが楽
しいです。国外で英語を教える経験では、日本が3番目の国
になりますが、それらの国々の相違点に興味をひかれます。 
 この原稿を書いている週末に、黒田庄町のお祭りがありま
すが、とても楽しみにしています。日本の文化や伝統につい
ていろんなことを知りたいからです。 
 日本語を一生懸命学んでいますが、アルファベットに違い
があるため、スペイン語を学んだときのようにはいきません。
がんばって勉強します。 

ALTとは外国語指導助手のことで、 
本町では学校等で英語を教えています。 ＡＬ

Ｔの

　
楠
丘
小
学
校
で
は
、
新
学
習

シ
ス
テ
ム
推
進
教
員
が
核
に
な

っ
て
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

 
例
え
ば
、
算
数
科
で
は
一
ク

ラ
ス
を
半
数
に
分
け
て
の
少
人

数
で
の
学
習
指
導
を
し
た
り
、

複
数
の
教
師
で
一
ク
ラ
ス
の
学

習
を
指
導
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
め
細
か
な
指
導
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
個
人
の
学
習

の
伸
び
の
様
子
を
記
録
し
て
毎

時
間
に
活
か
す
工
夫
も
し
て
い

ま
す
。
 

 
写
真
は
二
つ
の
学
習
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
授
業
風
景
で
す
。

学
習
し
た
い
内
容
や
課
題
に
よ

っ
て
分
か
れ
た
り
、
単
純
に
人

数
を
同
数
に
分
け
た
り
し
て
学

習
を
深
め
て
い
ま
す
。
 

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
追
究
し
た
い
テ

ー
マ
や
内
容
毎
に
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学
習
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
推

進
教
員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
調
べ
・

考
え
を
深
め
・
ま
と
め
・
発
表

す
る
な
ど
の
活
動
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
自
主
・
自
発
的
な

動
き
を
手
助
け
す
る
た
め
、
担

任
教
師
と
い
っ
し
ょ
に
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
調
べ
て
ま
と
め
た
こ
と
を
他

の
児
童
に
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

ま
と
め
方
や
練
習
の
仕
方
、
練

習
の
講
評
を
し
た
り
す
る
な
ど

多
く
の
場
面
で
シ
ス
テ
ム
教
員

も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
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〈食生活改善推進地区組織〉からの お・知・ら・せ 
いずみ会 いずみ会 健康ア

ド
バ
イ
ス

介
護
保
険
を
考
え
よ
う 

介
護
保
険
を
考
え
よ
う 

 

　
　
　
　
今
年
度
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
痴
呆
予

　
　
　
防
教
室
講
演
会
を
3
回
行
い
、
総
勢
1
0
0

　
　
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
今
回
は
、
8
月
１９
日
の
第
1
回
「
痴
呆
の
病
態
と

そ
の
理
解
に
つ
い
て
」
　
講
師
：
京
谷
医
院
長
　
京

谷
泰
明
さ
ん
の
お
話
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

【
老
人
性
痴
呆
と
は
】
・・・
脳
の
働
き
が
様
々
に
障

害
さ
れ
た
「
病
的
」
な
状
態
の
事
で
す
。
ま
と
ま
っ

た
出
来
事
を
忘
れ
る
な
ど
の
極
端
な
物
忘
れ（
記
録
）、

人
や
場
所
・
物
の
扱
い
方
な
ど
を
間
違
え
る（
判
断
）、

感
覚
が
鈍
く
な
り
反
応
が
遅
れ
た
り
、
勘
違
い
し
や

す
い（
感
覚
）、
臆
病
が
る
、
何
も
し
よ
う
と
し
な
い

（
意
欲
）、
本
来
の
性
格
が
変
わ
っ
た
、
ま
た
は
極
端

に
な
っ
た（
性
格
）な
ど
の
症
状
が
特
徴
で
す
。
 

☆
他
に
感
情
、
行
動
面
で
も
変
化
が
見
ら
れ
、
さ
ら

に
進
め
ば
自
立
し
た
日
常
生
活
が
困
難
に
な
り
、

周
り
か
ら
の
援
助
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

☆
原
則
的
に
は
、
「
ゆ
っ
く
り
」
進
む
病
気
で
す
。

老
人
の
様
子
に
急
な
変
化
が
起
き
た
場
合
は
、
何

か
他
の
病
気
を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
国
民
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
年
金
制
度
は
「
世
代

間
扶
養
」
の
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
「
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
」
を
基
本
理
念
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

 
と
こ
ろ
で
、
年
金
と
い
え
ば
老
後
ば
か
り
に
注
目
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
老
後
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
の

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
一
家
の
働
き
手
が

不
幸
に
し
て
亡
く
な
っ
た
場
合
に
も
年
金
は
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
普

段
か
ら
保
険
料
を
キ
チ
ン
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 
な
お
、
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
考
え
、
公
的
年

金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
社
会
保
険
庁
で
は
全
国
的
に
11
月
6
日
か
ら
12
日
を

『
年
金
週
間
』
と
定
め
、
国
民
年
金
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

 
明
る
く
健
や
か
な
老
後
を
送
る
た
め
、
ま
た
、
万
が
一

の
場
合
に
備
え
こ
の
機
会
に
ご
自
分
や
ご
家
族
の
年
金
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

１１
月
6
日
か
ら
１２
日
は
「
年
金
週
間
」
で
す
 

いずみ会から、健康な生活が過ごせるための 
食生活実践のヒントをお知らせします。 

簡単料理で健康づくり！ 

『かきのグラタン』 

《材料２人分》 
かき（むき身）…6個 
白ワイン………大さじ１ 
 　マヨネーズ･･大２ 
　　生クリーム･･大1/2 
 　ねぎ（みじん切り)･･1/2本　塩・こしょう･･各少々 
 　パセリ（みじん切り)……少々　 
※塩 
 

《作り方》 
①かきはざるに入れて塩水の中でふり洗いし、汚れを落
とす。水けをきって耐熱容器に入れて白ワインをふり、
電子レンジ（600W)で約1分30秒間加熱する。 
②Ａの材料を合わせ、①の蒸し汁もこして混ぜる。①の
かきの上にかけ、オ－ブント－スタ－で焼き色がつく
まで約8分間焼く。仕上げにパセリを飾る 
 

1食あたりの栄養成分  

　165Kcal/塩分0.9g　　「長寿のおかず」より 

 

○
 

【
痴
呆
の
予
防
や
治
療
】
 

　
一
次
的
要
因
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
治
療
効

果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
次
的
要
因
に

対
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
・
治
療
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
初
老
期
に
入
っ
た
ら
定
期
健
診
を
し
、
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
肥
満
な
ど
が
あ
れ
ば
う

ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
、
適
度
な
運
動
、
程

度
に
頭
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
治
療
と
し
て
、
対
処
療
法
的
に
は
一
部
内
服
薬
が

有
効
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
「
年
を
と
っ
た
ら
誰
で
も
ぼ
け
る
」
と
は
大
間
違

い
。
個
人
差
も
あ
る
の
で
同
じ
年
齢
で
比
べ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
生
活
史
の
な
か
で
見
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
　
 

 
痴
呆
か
な
っ
と
感
じ
た
ら
、
早
期
受
診
し
て
診
断

を
受
け
る
こ
と
も
二
次
的
要
因
の
改
善
に
繋
く
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
し
、
何
よ
り
生
活
習
慣
病
予
防
・

適
度
な
運
動
・
適
度
に
頭
を
使
う
こ
と
な
ど
自
分
に

出
来
る
予
防
対
策
を
今
か
ら
で
も
始
め
る
事
が
大
切

で
す
ね
。
 

【
痴
呆
症
状
に
関
連
す
る
要
因
に
つ
い
て
】
 

●
一
次
的
要
因
：
脳
そ
の
も
の
の
形
や
働
き
の
変

　
化
⬇
元
に
は
戻
り
に
く
い
変
化
 

 
ａ
．
脳
萎
縮
性
変
化（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
） 

 
b
．
脳
血
管
性
変
化（
脳
血
管
性
痴
呆
：
脳
梗
塞

　
　
　
や
脳
出
血
な
ど
） 

 
ｃ
．
脳
脊
髄
液
循
環
障
害（
正
常
圧
水
頭
症
） 

　
d
．
ア
ル
コ
ー
ル
性
痴
呆
な
ど
 

●
二
次
的
要
因
：
低
下
し
て
い
る
脳
の
働
き
を
さ

　
ら
に
悪
く
す
る
因
子
⬇
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
 

 
ａ
．
身
体
的
要
因
：
寝
た
き
り
、
栄
養
不
良
、
発
 

　
　
　
熱
、
貧
血
、
聴
力
・
視
力
の
低
下
な
ど
 

 
b
．
精
神
的
要
因
：
精
神
的
動
揺
・
混
乱
、
不

　
　
　
安
、
抑
う
つ
、
廃
用
性
変
化
な
ど
 

 
ｃ
．
環
境
的
要
因
：
環
境
の
急
変
、
退
職
、
離

　
　
　
別
・
死
別
、
介
護
者
の
接
し
方
、
人
間
関

　
　
　
係
・
家
族
の
構
成
、
住
居
・
経
済
状
況
な
ど
 

　
症
状
に
関
し
て
、
一
時
的
要
因
の
比
率
が
大
き
い

場
合
は
、
働
き
か
け
に
よ
る
改
善
は
少
な
く
、
二
次

的
要
因
の
比
率
が
大
き
い
場
合
に
は
、
よ
り
多
く
の

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
（
そ
の
症
状
が
ど
の
よ
う

な
割
合
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
は
医
師
の
鑑
別
が

重
要
で
す
）
 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
・
保
健
福
祉
課
　
1
28
2
1
2
1

 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
加
古
川
社
会
保
険
事
務
所
　
1
0
7
9
4
‐
2
7
‐
4
5
1
1
 

　
役
場
・
住
民
課
国
民
年
金
係
　
1
○
2
1
2
1

「
痴
呆
か
な
っ
て
思
っ
た
ら
自
分
・
家
族
・
 

　
　
　
地
域
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
 

Ａ 

〈食生活改善推進地区組織〉からの お・知・ら・せ 
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〜
痴
呆
の
理
解
と
介
護
を
知
ろ
う
〜
 

 

かきは栄養バランス 
抜群の「海のミルク」。 

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
国
が
社
会
保
障
に
お
い
て
、

社
会
全
体
で
介
護
が
必
要
な
人
を

支
え
る
し
く
み
と
し
て
、
介
護
保

険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
4
年
7

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の

間
に
お
い
て
は
、
要
介
護
認
定
者

の
急
増
に
よ
る
介
護
費
用
の
増
大

や
、
施
設
入
所
申
込
者
の
急
増
な
ど
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
、
要
介
護
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
制
度
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
制
度
本
来
の
目
的
で
あ
る
利
用
者
の

自
立
支
援
に
資
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
不
適
正
な
サ

ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
な
い
か
等
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向

け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
ら
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
平
成
15
年
4
月
に
は
、
在

宅
重
視
、
自
立
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
（
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
）
に
重
点
を
置
い
た
制
度
発
足
以
来
初
め

て
の
介
護
報
酬
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
現
在
は
、
平
成
17
年

度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
向
け
て
、
支
援
費
制
度
（
現
在

の
障
害
者
保
健
福
祉
施
策
）
と
の
統
合
も
視
野
に
い
れ
た
見

直
し
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

介
護
保
険
制
度
の
現
状 
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公
民
館
に
集
合
し
て
船
町
稲
荷
神

社
前
の
至
山
登
山
口
よ
り
登
山
し
、

山
頂
の
N
H
K
の
タ
ワ
ー
下
で
記
念

撮
影
。
四
方
を
眺
め
、
絶
景
に
歓
喜

し
ま
し
た
。
下
山
途
中
珍
し
い
き
の

こ
を
発
見
し
、
持
ち
帰
る
人
も
い
ま

し
た
。
山
南
町
仁
王
駅
前
に
下
山
し
、

さ
ん
な
ん
薬
草
薬
樹
公
園
へ
向
か
い

ま
し
た
。
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
参

加
者
同
士
心
の
ふ
れ
あ
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

（
平
成
15
年
度
船
町
の
活
動
報
告
よ
り
） 

　
町
内
に
は
こ
の
至
山
登
山
コ
ー
ス

の
他
に
秋
谷
池
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
紅

葉
を
な
が
め
な
が
ら
、
散
策
し
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

　
今
月
地
域
活
動
推
進
事
業
と
し
て

計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

 
 

 
船
町
　
11
月
23
日（
祝
）　
　
　
　

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
 

 
小
苗
　
11
月
中
旬
 

　
　
　
　
桜
の
植
樹
 

黒
田
庄
弁
で
憲
法
の
 

　
　
　
　
　
前
文
の
生
存
権
を
語
る
と
…
 

人
権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
 

 
管
内
の
災
害
状
況
や
近
く
の
公
立

病
院（
夜
間
、
休
日
）の
診
療
科
目
を

知
り
た
い
と
き
 

　
消
防
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

　
　
　
　
　
　
　
　
1
23
7
7
4
4
 

　
「
１１９
番
の
日
」
は
、
地
域
住
民
と
消

防
を
つ
な
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に

ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
は

落
ち
着
い
て
１１９
番
通
報
で
き
ま
す
か
。
 

 
消
火
・
救
急
活
動
は
、
1
分
1
秒

を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
も
し

慌
て
て
、
場
所
等
を
正
し
く
伝
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、
被
害
が
拡
大
し
大
惨

事
と
な
る
こ
と
や
、
助
か
る
命
が
助

か
ら
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 １１９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に
 

①
火
事
・
救
急
の
別
 

 
「
火
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
急
で
す
」

と
、
通
報
の
目
的
を
は
っ
き
り
言
い

ま
し
ょ
う
。
 

②
場
所
 

 
住
所
等
は
正
し
く
、
詳
し
く
言
い

ま
し
ょ
う
。
目
標
物
に
な
る
建
物
や

方
角
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
不
案
内

な
土
地
で
あ
れ
ば
、
周
囲
の
人
に
尋

ね
て
く
だ
さ
い
。
 

③
火
災
・
事
故
等
の
状
況
 

 
火
災
・
事
故
等
の
状
況
を
正
確
に

分
か
り
や
す
く
言
い
ま
し
ょ
う
。
 

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
 

 
「
私
の
名
前
は
、
○
○
で
す
。
電

話
番
号
は
、
△
△
―
□
□
□
□
で
す
。
」
 

⑤
携
帯
電
話
等
に
よ
る
通
報
の
場
合
 

 
再
び
火
事
・
事
故
等
の
状
況
を
尋

ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
通
報
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
電
源

を
切
ら
ず
に
そ
の
場
に
居
て
く
だ
さ
い
。
 

消
防
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
 

　
黒
田
庄
消
防
駐
在
所
1
28
5
1
1
9

開
庁
時
間
 

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

消
防
通
信
 

　
11
月
23
日（
祝
・
火
）に
東
は
り
ま

日
時
計
の
丘
公
園
で
安
全
で
安
心
な

「
食
」
と
「
農
」
が
育
む
生
命（
い
の

ち
）
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
「
第

4
回
黒
田
庄
農
業
祭
」
で
、
有
機
の

里
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
は
区
農
会

長
協
議
会
と
の
共
催
で
農
産
物
品
評

会
を
本
年
も
開
催
し
ま
す
。
 

　
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
各
農
家
の

方
か
ら
出
品
を
し
て
い
た
だ
く
家
庭

菜
園
の
部
と
、
有
機
の
里
づ
く
り
推

進
委
員
が
各
集
落
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
無
農
薬
レ
タ
ス
の
部
に
分
け
て

行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
褒
賞
に
つ
き
ま
し
て
も
、
家
庭
菜

園
の
部
で
は
「
黒
田
庄
町
長
賞
」「
み

の
り
農
協
組
合
長
賞
」
「
黒
田
庄
町

議
会
議
長
賞
」
な
ど
6
点
を
、
無
農

薬
レ
タ
ス
の
部
で
は
「
有
機
の
里
づ

く
り
推
進
委
員
長
賞
」
外
1
点
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
 

　
家
庭
菜
園
の
部
の
出
品
募
集
に
つ

い
て
は
、
区
農
会
長
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
11
月
15
日（
月
）

ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
当
日
は
出
品
作
品
の
展
示

終
了
後
、
作
品
の
即
売
会
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
も
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
同
時
開
催
し
、
そ
の
統
一
名
称
も

昨
年
と
同
様
に
「
く
ろ
だ
し
ょ
う
産

業
フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
 

　
農
業
祭
関
係
で
は
そ
の
ほ
か
に
昨

年
同
様
に
黒
田
庄
の
農
畜
産
物
の
「
安

全
」「
安
心
」
を
広
く
町
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
に
、
様
々
な
催
し
を

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
産
業
フ
ェ
ス
タ
会
場
周
辺

に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

住
民
グ
ラ
ン
ド
・
保
健
セ
ン
タ
ー
東

側
を
駐
車
場
に
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
ど
う
か
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
い
た
だ
き
黒
田
庄
の

農
家
の
元
気
さ
を
実
感
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
 

有
機
の
里
か
ら
こ
ん
に
ち
は
 

○ 

農
産
物
品
評
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
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地
域
活
動
推
進
委
員
さ
ん
 

　
　
　
　
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
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１１
月
9
日
は
「
1
1
9
番
の
日
」
 

○ 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
 

　
有
機
の
里
づ
く
り
推
進
委
員
会
事

　
務
局
1
　
2
1
2
1（
内
線
1
2
9
） 

　
先
月
黒
田
庄
中
央
公
民
館
で
、
北
播

戦
争
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

時
、
方
言
指
導
で
有
名
な
大
原
穣
子
さ

ん
の
「
お
く
に
こ
と
ば
で
憲
法
を
」
の

講
演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
が
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
余
り
身

近
に
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今

月
は
黒
田
庄
弁
で
憲
法
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
ご
一
緒
に
お
願
い
し

ま
す
。
 

　
「
・
・
日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和

を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配

す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の

で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の

安
全
と
生
存
を
保
持
し
ょ
う
と
決
意
し

た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専

制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら

永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国

際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を

占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世

界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏

か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
…
」
 

　
こ
の
部
分
を
黒
田
庄
弁
で
は
、『
・
・

日
本
国
民
は
、
戦
争
の
な
い
世
の
中
を

つ
く
て
い
く
ん
と
同
時
に
、
こ
の
世
か

ら
餓
え
や
貧
乏
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
、
差
別
の
な
い
世
の
中
を
つ
く
ら
な

あ
か
ん
と
心
の
底
か
ら
願
う
と
っ
て
や

世
界
中
の
人
々
と
手
を
取
り
お
う
て
、

世
界
中
の
人
々
が
必
ず
正
し
い
判
断
と

約
束
を
守
れ
る
力
を
持
っ
と
っ
て
ん
や

と
信
じ
て
、
う
ち
ら
の
安
全
と
生
き
て

い
く
道
筋
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
、

か
と
う
か
と
う
心
に
決
め
た
ん
や
さ
か

い
。
世
界
の
み
な
さ
ん
に
も
信
頼
さ
れ

る
よ
う
に
力
を
つ
く
さ
な
あ
か
ん
。
う

ち
ら
は
世
界
中
の
全
て
の
人
々
が
、
武

力
で
脅
か
し
た
り
武
力
を
つ
こ
う
た
り

せ
ん
と
、
へ
て
か
ら
テ
ロ
や
戦
争
な
ど

の
苦
し
み
に
遭
う
こ
と
も
の
う
て
、
餓

え
や
貧
し
さ
か
ら
も
解
き
放
た
れ
て
、

平
和
な
社
会
を
つ
く
っ
て
幸
せ
に
生
き

て
い
く
権
利
を
持
っ
と
う
い
う
こ
と
を
、

は
っ
き
り
認
め
あ
わ
な
あ
か
ん
。
…
』

黒
田
庄
弁
？
？
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

　
で
も
、
こ
う
し
て
書
い
て
み
る
と
憲

法
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
自
分
た
ち
の

権
利
と
責
任
が
再
確
認
で
き
る
よ
う
に

思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
！
 

 文
責
　
生
涯
学
習
課
兼
中
央
公
民
館
長

大
�
 
夏
子
  

秋
の
山
歩
き
ハ
イ
キ
ン
グ
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１０
月
１７
日
、楠
丘
小
学
校
で「
松

寿
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
約
3
0
0
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
歌
謡
シ
ョ

ー
や
漫
才
な
ど
、
楽
し
い
催
し

に
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
 

 
日
本
で
は
、
近
年
平
均
寿
命

が
ど
ん
ど
ん
延
び
て
お
り
、

1
0
0
歳
以
上
の
方
は
全
国
で

2
万
人
を
突
破
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
 

 
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
ね
。
 

こ
れ
か
ら
も

　
　
　
お
元
気
で

こ
れ
か
ら
も

　
　
　
お
元
気
で

　
１０
月
9
・
１０
日
、
兵
主
神
社

秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
な
ど
で
、
天
候
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
無
事
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

 
化
粧
屋
台
が
練
り
歩
く
た
び
に
、

観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
お
こ
り
ま
し
た
。
秋
の
夕
日

に
映
え
る
化
粧
屋
台
は
と
て
も

色
鮮
や
か
で
、
見
る
人
を
魅
了

し
ま
し
た
。
 

 
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
 

色
鮮
や
か
な
化
粧
屋
台
が

勇
壮
に
練
り
歩
き
ま
し
た

色
鮮
や
か
な
化
粧
屋
台
が

勇
壮
に
練
り
歩
き
ま
し
た

　
１０
月
3
日
、
田
高
老
人
会
の
健

康
管
理
農
園
で
、
桜
丘
幼
稚
園
児

が
老
人
会
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を

か
ね
て
サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
 

 
畑
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
サ
ツ
マ

イ
モ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
、

園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
 

 
田
高
老
人
会
の
み
な
さ
ん
と
の

交
流
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
園

児
た
ち
は
、
農
作
業
の
楽
し
さ
や

大
変
さ
を
体
験
で
き
る
と
い
う
貴

重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
 

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が

で
き
ま
し
た

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が

で
き
ま
し
た

　
１０
月
１１
日
、
小
苗
地
区
の
古

奈
為
神
社
で
演
芸
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
区
長
さ
ん

や
地
域
活
性
化
推
進
委
員
さ
ん

な
ど
が
中
心
と
な
り
、
各
隣
保

や
各
団
体
の
み
な
さ
ん
が
演
目

を
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
神
社
は
、
照
明
に
照
ら
さ
れ

て
す
ば
ら
し
い
会
場
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
寸
劇
で
は
、
絶
妙

の
立
ち
回
り
な
ど
が
決
ま
る
ご

と
に
、
拍
手
喝
采
と
な
り
、
笑

い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
 

笑
い
に
包
ま
れ
た

演
芸
会

笑
い
に
包
ま
れ
た

演
芸
会

　
9
月
２６
日
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
策
定
委
員
会
主
催
の
黒

田
庄
町
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
く
ろ
だ
し
ょ
う
の
明
日
を

拓
く
つ
ど
い
」
が
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
約
1
6
0
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
の
紹
介
、
活
動
団
体
の
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
今
後
、
住
民
が
主
体
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
意
見

提
言
な
ど
を
参
考
に
し
て
条
例

策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
未
来
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
未
来
の
た
め
に

　
こ
の
た
び
、
黒
田
庄
中
学
校
女

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で
は
保
護
者

や
生
徒
た
ち
が
寄
付
金
を
募
っ
て
、

横
断
幕
と
タ
オ
ル
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
文
字
も
生
徒
た
ち
が
考
え
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
横
断
幕
や
タ
オ
ル
を
初
め
て
使

っ
た
大
会
と
な
っ
た
9
月
の
多
可

郡
新
人
戦
で
は
、
団
体
、
個
人
と

も
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
 

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

横
断
幕
を
作
り
ま
し
た
！

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

横
断
幕
を
作
り
ま
し
た
！

　
秋
も
深
ま
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
紅

葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
月
は
、
数
年
前
に
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 
寒
く
な
っ
て
く
る
と
鍋
料
理
の
恋
し

い
季
節
で
す
。
そ
こ
で
お
勧
め
す
る
の

は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
鍋
料
理
が
同
時

に
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
の
『
日
時
計
い

ろ
り
パ
ッ
ク
』
で
す
。
鍋
は
、
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
を
使
用
し
て
お
り
、
工
夫
次

第
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
方
法
が
楽

し
め
ま
す
の
で
、
一
度
お
試
し
く
だ
さ

い
。
こ
の
企
画
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と
地

場
産
業
の
推
進
、
そ
し
て
人
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
の
目
的
で
行
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
 

 
こ
の
秋
、
ぜ
ひ
ご
家
族
や
お
友
達
と

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
回
は
冬
の
さ
び
し
い
花
壇
や
鉢
を

華
や
か
に
し
て
く
れ
る
プ
リ
ム
ラ（
別
名

サ
ク
ラ
ソ
ウ
）を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

 
プ
リ
ム
ラ
は
非
常
に
種
類
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
小
型
で

茎
が
短
く
愛
ら
し
い
プ
リ
ム
ラ
・
ジ
ュ

リ
ア
ン
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

 
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
寒
さ
に
も
強
く
丈
夫

で
育
て
や
す
い
花
で
す
。
基
本
的
に
は

多
年
草
で
す
が
夏
の
暑
さ
に
弱
く
、
上

手
に
夏
越
し
で
き
れ
ば
次
の
春
も
楽
し

め
ま
す
。
用
途
も
花
壇
・
鉢
植
え
・
寄

せ
植
え
・
ハ
ン
ギ
ン
グ
と
色
々
な
楽
し

み
方
が
あ
り
、
花
色
も
赤
、ピ
ン
ク
、黄
、

白
、
紫
と
豊
富
で
す
。
殖
や
し
方
は
5

〜
6
月
に
種
子
ま
き
す
る
か
、
9
月
〜

10
月
に
株
分
け
を
し
ま
す
。
フ
ォ
ル
ク

ス
ガ
ー
デ
ン
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
鍋
料
理
 

プ
リ
ム
ラ
に
つ
い
て
 

 
花
言
葉
　
 

　
プ
リ
ム
ラ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
・・・
永
遠
の
愛
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11月は 
「松くい虫防除強調月間」です 

ＪＲ加古川線を 
　　　　利用しましょう 

第23回加古川矯正展の 
開催について 

　松枯れの多くは、松くい虫（マ

ツ材線虫病）による病虫害です。

松くい虫被害から貴重な松林を守

り、緑豊かな自然環境の保全を図

るため、「松くい虫防除強調月間」

を11月と定めています。 

 6～8月に松くい虫の加害を受

けた松が9月頃から枯れ出してい

ます。放置しますと周辺の松に伝

染します。また、倒れてきて大変

危険ですので、松林をお持ちの方

は伐倒し、薬剤散布や焼却、破砕

チップなど徹底した被害木の駆除

を積極的に行っていただきますよ

うお願いします。 

■問い合わせ先　 
 役場・産業課　1○2121 
 北播磨県民局社農林振興事務所

　1○9424

　「ＪＲ加古川線300万人乗車大作

戦」を展開中のＪＲ加古川線では、

12月19日に電化開業となります。

利用者が増えると運行便数の増加

や快速電車の運行も可能になりま

す。通勤・通学、旅行などに利用

して、もっと便利な鉄道に育てま

しょう。 

 ＪＲ加古川線の電化・高速化推

進のため募金を募っています。ぜ

ひご協力を！ 

■問い合わせ先　 
　ＪＲ加古川線電化・高速化利用

　促進委員会 

　10794-24-3355 

 役場　企画振興課　1○2121

 

 

 

 

 

 

　11月15日から2月28日までの間、

狩猟が解禁となります。狩猟者・

入山者のみなさん、次のことに

十分注意して事故防止に努めま

しょう。  

 <狩猟者のみなさんへ＞ 
1．狩猟にあたって、焦らずに必

　ず矢先（獲物）の確認を。 

2．狩猟にあたっては、目立つ服

　装や帽子の着用を。 

3．狩猟ができない場所（銃猟禁

　止区域、公道等）では、絶対

　にしない。 

4．銃の持ち運びや自動車内、家

　での保管は決まった方法で。 

5．罠には決められた標識をつけ、

　見回りを忘れずに。 

6．猟犬の管理を徹底し、必ず連

　れて帰りましょう。 

7．たき火や煙草の火には、十分

　な注意を。 

 ＜入山者のみなさんへ＞ 
1．山の中へは、目立つ服装で入

山しましょう。白いタオルは

鹿と間違われやすいので注意

してください。 

2．土・日曜日等はハンターが集

中しますので特に注意してく

ださい。 

狩猟シーズン到来 自衛隊生徒募集 恩給欠格者、 
引揚者のみなさんへ 

有料で手続きを行っている 
業者等にご注意を！ 

■種　目　自衛隊生徒 
■応募資格 
　平成17年4月1日現在15～17歳

　未満の男子 

■受付締切　1月11日（火） 
■待遇その他　 
 修学年限4年（高卒資格取得） 

 身分：特別職国家公務員　 

 卒業時3等陸海空曹へ 

■問い合わせ先 
　青野原募集事務所 

　10794-66-7959

建物・農機具共済 
普及推進標語募集 

　建物・農機具共済加入者なら

びに農業共済関係役職員の方を

対象に標語を募集します。 

■課　題　①建物共済の部　 
 　　　　②農機具共済の部 

■内　容 
　建物共済・農機具共済に関心

　を抱かせるもの 

■応募方法 
　応募用紙または官製はがきに

　部門と標語および住所、年齢、

　職業を記入し応募する。応募

　点数は、各課題につき1人5点

　以内です。 

■応募期限　平成17年3月31日 
　　　　　　（当日消印有効） 

■応募・問い合わせ先 
　〒650-0011 

　神戸市中央区山手通4-15-3　

　NOSAI兵庫　農産建物部　

　1078-332-7163

北播磨県民局からのお知らせ 

　北播磨地域ビジョン委員会が、

北播磨地域内のウォーキングコ

ースを紹介する「歩いてみよう

よ　北はりま」を発行しました。 

 ご希望の方は、下記にお問い

合わせください。 

■申し込み・問い合わせ先 
 北播磨地域ビジョン委員会事務局 

　1○9318

　いわゆる恩給欠格者の方々、

または引揚者の方々に内閣総理

大臣名の書状等を贈呈していま

す。 

 資格要件などについては、下

記の問い合わせ先まで。 

法律相談 

■と　き　11月25日（木） 
　　　　　午後２時～　 

■ところ　中央公民館　小会議室 
■定　員　5名　 
■相談料　無料　 
■相談時間　1人20分　弁護士
　による無料法律相談です。予

　約制ですので、申し込みは前

　日までに。　 

■問い合わせ先 
　役場・企画振興課　1○2121

　最近、恩給欠格者の手続き等

に関する説明会を行い、相談や

申請手続きを有料で行っている

との情報があります。 

 当事業は、国からの慰藉事業

であるため、無料です。当基金

とは一切関係ありませんのでご

注意ください。 

■問い合わせ先 
　独立行政法人平和祈念事業特

　別基金　10120-234-933

 
 

役　　場 

教育委員会 

中央公民館 

黒田庄農村勤労福祉センター 

 

保健センター 

福祉センター 

社会福祉協議会 

福祉送迎車（専用電話） 

 

黒田庄シルバー人材センター 

 

黒田庄浄化センター 

 

隣保館 

西沢会館 

東はりま日時計の丘公園 

 

東はりまフォルクスガーデン黒田庄 

 

黒田庄消防駐在所 

 

黒田庄在宅介護支援センター向陽苑 

 

給食センター 

 

1 ２８ 2121 

1 ２８ 4735 

1 ２８ 4017 

1 ２８ 4279 

1 ２８ 5005 

1 ２８ 5708 

1 ２８ 4343 

1 ２８ 5700 

1 ２８ 4567 

1 ２８ 5600 

1 ２８ 2344 

1 ２８ 2138 

1 ２８ 4851 

1 ２８ 5120 

1 ２８ 5119 

1 ２８ 3293 

1 ２８ 2026 

 

 

　本年も全国の刑務所から刑務

所作業製品を集め、一般の人々

に広く紹介し、販売するほか、

受刑者が社会復帰に向けて更生

に励んでいる姿をパネル等で紹

介します。　　 

 また、今回は、開かれた刑務

所を目指して「塀の中」を少しで

も知っていただくために、マイ

クロバスによる刑務所内見学（希

望者多数の場合、入場制限有り）

も計画しています。 

 

■と　き　11月20日（土） 
　　　　　午前10時～午後4時 

 　　　　　　21日（日） 

　　　　　午前10時～午後3時30分 

■ところ 
　加古川市加古川町大野1530 

 加古川刑務所体育館およびそ

　の周辺（ＪＲ加古川線　日岡駅

　下車徒歩15分） 

■内　容 
（1）刑務所作業製品の展示即売 

 応接セット、木工家具、まな

　板、漆器、花台、紳士靴、婦

　人靴、陶器、台所洗剤、味噌、

　醤油、野菜など 

（2）矯正広報 

 パネル展示、ビデオ放映、刑務

　所見学バスツアー、性格検査 

（3）イベント 

 生バンド演奏、地元保育園児 

　の太鼓演奏等々 

（4）各種模擬店 

■問い合わせ先 
 加古川刑務所 
　10794-24-3484 
　http://www.keimusagyo.go.jp
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9月の入札結果お知らせします 
工　　事　　名 請負業者名 契約金額 

木の香るまちづくり事業  
（仮）岡交流施設建設工事 

（株）田村組 71,400,000



広報くろだしょう　１１月号 広報くろだしょう　１１月号 

2223

●変更等もありますので、ご注意ください。 

おすすめ図書おすすめ図書おすすめ図書

 

CALENDAR
あゆみの会 
消防団定期訓練 
乳幼児ポリオ投与 
 
3㎏やせる教室のフォロー教室 
あそびの教室 
第13回西脇市・黒田庄町合併協議会 
 
門柳山下刈り 
総合相談日 
ひなクラス 
母子健康手帳交付 
介護者のつどい 
あゆみの会（訓練） 
二種混合予防接種 
幼児発達相談 
3歳児健診（Ｈ13.7～9月生まれ） 
乳児発達相談 
合併に関する住民説明会 
合併に関する住民説明会 
 
防火パレード 
お母さんの集い 
1歳児相談（Ｈ15.9～11月生まれ） 
二種混合予防接種 
 
6か月時相談・思春期体験学習 
町長室開放日 
町内一周駅伝競走大会 
 
秋の寄せ植えコンテスト 

くろだしょう産業フェスタ 
燻製教室 
アミューズメントライブ 
ひなクラス 
母子健康手帳交付 
あゆみの会（音楽） 
乳児発達相談 
第14回西脇市・黒田庄町合併協議会 
西脇市・黒田庄町合併調印式 
法律相談 
 
 
少年少女サッカー大会 
休日健診 

午後1時30分～ 
午後8時～ 
午後1時30分～ 
 
午前9時30分～10時30分 
午前10時～ 
午後6時30分～ 
 
午前7時30分～正午 
午前9時30分～午後4時 
午前9時30分～ 
午前9時30分集合 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時～ 
午後1時30分～ 
午後1時～4時 
午後8時～ 
午後8時～ 
 
午前9時～午後1時 
午前10時～正午 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
 
午後1時30分～3時30分 
午後１時～4時 
未定 
 
午前9時～正午 
午前10時～ 
午前10時～ 
午前11時～午後2時30分 
午後1時30分～ 
午後1時30分集合 
午後1時30分～ 
午後1時～ 
午後１時～2時 
午後2時～ 
午後2時～ 
 
 
午前8時～午後2時 
午前9時～正午 
 

 
1（月） 

2（火） 
3（水） 
4（木） 

 
5（金） 

6（土） 
7（日） 

 
8（月） 

 
9（火） 

 
10（水） 

 
 

11（木） 

 
12（金） 
13（土） 
14（日） 
15（月） 
16（火） 
17（水） 
18（木） 
19（金） 
20（土） 
21（日） 
22（月） 

 
 

23（火） 

 
 

24（水） 
 
 
 

25（木） 

 
26（金） 
27（土） 

 
28（日） 

29（月） 
30（火） 

保健センター 
　 町 　 内 　  
保健センター 
 
保健センター 
未 定  
中 央 公 民 館  
 
門 柳 山  
保健センター 
保健センター 
保健センター 
保健センター 
保健センター 
桜 丘 小 学 校  
西脇健康福祉事務所 
保健センター 
西脇健康福祉事務所 
桜 丘 小 学 校  
楠 丘 小 学 校  
 
　 町 　 内 　  
保健センター 
保健センター 
楠 丘 小 学 校  
 
保健センター 
役場　町長室 
　 町 　 内 　  
 
フォルクスガーデン
日時計の丘公園 
日時計の丘公園 
日時計の丘公園 
保健センター 
保健センター 
未 定  
西脇健康福祉事務所 
西脇市音楽ホール 
西脇市音楽ホール 
中 央 公 民 館  
 
 
住 民 運 動 場  
保健センター 

日　時 内　　　　　容 時　　　間 場　　所 

CALENDAR11月　カレンダー 
人のうごき 

加古川および門柳川の水質 

（敬称略） 

おくやみ（敬称略） 

藤本　　淳　 82　 てる子　 津万井 

宮崎　峯男　 78　 　　　 　大　伏 

笠井　好一　 82　 本　人　 黒　田 

藤本　　弘　 98　 幸　雄　 門　柳 

 

氏　名　　年齢　世帯主　　地区 

平成16年9月1日～9月30日受付 

大　垣　菜　摘　　　誠　　  　黒　田 

氏　　名　　　保護者　　　地区 

平成16年9月1日～9月30日受付 

（平成16年9月31日現在） 

な　　つみ 

・人　口 
　　男 
　　女 
・世帯数 
・転　入 
・出　生 
・転　出 
・死　亡 
 
 

８,０８２人　 
３,８８５人　 
４,１９７人　 
２,３８３世帯 
９人　 
１人　 
１４人　 
４人　 

 
 

10月（1日採取）の水質検査結果は次のとおりです。 

項　目 目標値 10月1日 

水素イオン 
濃度（PH） 

浮遊物質量 
（SS） 

生物化学的 
酸素要求量 

溶存酸素量 
（DO） 

大腸菌群数 

6.5以上 
8.5以下 

25㎎/r
以下 

3㎎/r
以下 

5㎎/r
以上 

5,000MPN 
/100p以下 

加古川 
門柳川① 
門柳川② 
加古川 
門柳川① 
門柳川② 
加古川 
門柳川① 
門柳川② 
加古川 
門柳川① 
門柳川② 
加古川 
門柳川① 
門柳川② 
 

6.7 
7.0 
6.8 
11 
4 
1未満 
1.2 
1.9 
0.6 
7.9 
8.8 
8.6 
2,400 
700 
3,500

加古川（畑瀬橋中央）・門柳川①（門柳川上流）・門柳川②（日時計の丘公園前） 

町
長
公
務
日
誌 

町
長
公
務
日
誌 

9
月
 

21
日
　
連
絡
会
 

 
　
　
第
16
回
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
 

22
日
　
本
会
議
2
日
目
 

24
日
　
職
員
組
合
新
役
員
あ
い
さ
つ
 

25
日
　
第
2
回
兵
庫
政
経
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 

26
日
　
岡
交
流
施
設
建
設
工
事
地
鎮
祭
 

 
　
　
く
ろ
だ
し
ょ
う
の
明
日
を
拓
く
つ
ど
い
 

27
日
　
県
庁
訪
問
 

 
　
　
西
脇
市
長
と
の
面
談
 

28
日
　
決
算
特
別
委
員
会
 

 
　
　
青
少
年
問
題
協
議
会
第
2
回
 

29
日
　
決
算
特
別
委
員
会
 

 
　
　
前
坂
区
長
来
庁
 

30
日
　
三
役
会
 

 
　
　
第
12
回
西
脇
市
・
黒
田
庄
町
合
併
協
議
会
 

10
月
 

1
日
　
決
算
特
別
委
員
会
 

 
　
　
防
災
無
線
収
録
 

 
　
　
日
本
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
協
会
来
庁
 

2
日
　
く
す
の
き
保
育
園
運
動
会
 

 
　
　
平
和
の
た
め
の
北
播
戦
争
展
 

3
日
　
県
庁
訪
問
 

4
日
　
連
絡
会
 

 
　
　
お
お
み
や
レ
ス
ト
ラ
ン
社
長
来
庁
 

5
日
　
稲
美
町
井
上
前
町
長
宅
訪
問
 

6
日
　
中
町
土
木
訪
問
 

　
　
　
フ
ァ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
来
庁
 

7
日
　
課
長
会
 

　
　
　
岡
区
長
役
員
来
庁
 

8
日
　
四
役
会
 

 
　
　
氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合
正
副
管
理
者
・
正
副
議
長
合
同
会
 

12
日
　
議
会
本
会
議
最
終
日
 

 
　
　
神
戸
地
方
法
務
局
来
庁
 

13
日
　
定
例
町
長
会
 

　
　
　
大
山
病
院
来
庁
 

　
　
　
氷
上
町
長
と
の
面
談
 

 
　
　
福
聚
寺
来
庁
 

14
日
　
中
国
縦
貫
自
動
車
沿
線
地
域
振
興
協
議
会
総
会
 

　
　
　
県
庁
訪
問
 

  
15
日
　
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
訪
問
 

 
　
　
第
17
回
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
 

　
　
　
三
役
会
 

16
日
　
町
長
室
開
放
日
 

17
日
　
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 
　
　
松
寿
会
 

18
日
　
国
土
交
通
省
、
財
務
省
訪
問
 

19
日
　
農
林
水
産
省
訪
問
 

 
　
　
秋
の
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
 

（
9
月
21
日
〜
10
月
20
日
）
 

町長室の開放日町長室の開放日
町長と話してみませんか？どな
たでも入れますので、気軽に町
長室へお越しください。 

　町長に会われる時間を指定され
たい方は、事前に役場企画振興課
1 28 2121までご連絡ください。 

11月20日（土） 
午後1時～4時 

○ 

税税

税務課からのお知らせ 

　近所付き合いや年中行事、職

場でのマナーに食事中のテーブ

ルマナーなど日常生活には様々

な常識やマナーが存在します。 

 「こんな時はどうするのかな？」

と思ったときに役立つ一冊です。 

新社会人のための 
　　　　101の常識 

◎口座振替をご利用の方は、納期限前に預貯金残高のご確認をお願いします。 

◎介護保険料は、65歳以上の方で年金から差引されない方です。 

納期限 固定資産税 町県民税 国民健康保険税 介護保険料 

１１月分 

１２月分 

１月分 

11月30日（火） 

12月30日（木） 

1月31日（月） 

 

 

第4期 

 

第3期 

第6期 

第7期 

第8期 

第6期 

第7期 

第8期 

 

発
行
人
　
菅
　
国
典 

個人事業税の 
　　　納税について 

　個人事業税は、所得税、住民

税とは別に個人で事業を行う方

にかかる税です。第2期分の納

期限は、11月30日（火）ですので、

最寄りの銀行･郵便局等の金融

機関で納めましょう。 

 また、納税には便利な口座振

替制度もぜひご利用ください。 

■問い合わせ先 
　社県税事務所　1○933942

年末調整説明会 

　年末調整・法定調書関係用紙
は郵送させていただいておりま
すが、用紙枚数に不足のある方
には、同封の用紙を使用して必
要枚数をコピーしていただきま
すようお願いします。 
 なお、不足する用紙については 、
税務署のほか、年末調整説明会
の会場においてもお渡しします
ので、ご協力をよろしくお願い
します。 
■と　き　11月25日（木） 
 　　　　午後1時30分～3時30分 
■ところ　西脇市民会館 
■対象者　西脇市、黒田庄町の 
　　　　　源泉徴収義務者 
■問い合わせ先 
　西脇税務署　1○317122


